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しろ うま だけ

角間渓谷角間渓谷角間渓谷

風景紀行

自
然
の
造
形
と
真
田
伝
説
に
ふ
れ
る

 

［
東
信
署
］
角
間
渓
谷
は
、
長
野
県
上
田
市
の

北
東
部
、
烏
帽
子
岳
（
標
高
二
、〇
六
六
㍍
）

の
北
山
麓
に
あ
る
長
さ
約
四
㌔
㍍
に
わ
た
る
渓

谷
で
、
千
曲
川
の
支
流
で
あ
る
角
間
川
に
沿
っ

て
切
り
立
っ
た
険
し
い
崖
や
巨
岩
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

古
い
時
代
か
ら
の
火
山
活
動
と
浸
食
作
用
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
様
々
な
造
形
が
み
ら
れ
、

「
鬼
ヶ
城
」、「
獅
子
の
牢
」、「
天
狗
の
欄
干
」

な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
奇
岩
が
点
在
す
る
中

に
、
こ
れ
ら
と
調
和
し
た
森
林
景
観
が
美
し
い

こ
の
一
帯
を
「
角
間
風
景
林
」
に
指
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
森

林
浴
の
森
百
選
」の
一
つ
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、

秋
に
は
絶
壁
に
立
つ
ア
カ
マ
ツ
に
混
じ
っ
て
広

葉
樹
の
赤
や
黄
色
が
映
え
る
紅
葉
の
名
所
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

角
間
渓
谷
の
あ
る
上
田
市
真
田
地
域
は
、
戦

国
時
代
、
小
豪
族
か
ら
戦
国
大
名
に
ま
で
上
り

つ
め
天
下
に
名
を
馳
せ
た
真
田
一
族
の
発
祥
の

郷
で
す
。
一
帯
に
は
、
真
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡

が
い
く
つ
も
残
っ
て
お
り
、
波
乱
に
満
ち
た
真

田
一
族
の
歴
史
と
伝
説
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

真
田
と
い
え
ば
、
大
坂
夏
の
陣
で
散
っ
た
敗

軍
の
将
な
が
ら
英
雄
と
し
て
後
世
ま
で
語
り
継

が
れ
る
真
田
幸
村
（
信
繁
）
と
、
幸
村
に
仕
え

た
と
さ
れ
る
「
真
田
十
勇
士
」
の
物
語
が
有
名

で
す
が
、
こ
こ
角
間
渓
谷
は
、
十
勇
士
の
一
人
、

猿
飛
佐
助
ら
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
真
田
忍
者
の

修
練
の
場
で
あ
っ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
、

佐
助
が
修
行
し
た
場
所
と
さ
れ
る
「
猿
飛
岩
」

の
名
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

真
田
十
勇
士
の
物
語
は
後
の
時
代
に
な
っ
て

脚
色
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
角
間

渓
谷
は
真
田
の
郷
の
奥
深
く
に
ひ
っ
そ
り
と

あ
っ
て
、
本
当
に
忍
者
で
も
潜
ん
で
い
そ
う
な

幽
玄
の
趣
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

※�

歩
道
の
一
部
に
は
崩
落
等
の
た
め
通
行
で
き

な
い
箇
所
や
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
訪

れ
る
際
に
は
安
全
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

猿飛佐助修練の場（？）

千曲川の支流「角間川」

紅葉の頃 奇岩の一つ「鬼ヶ城」

◆
ア
ク
セ
ス

○
公
共
機
関
で
お
越
し
の
場
合

　

�

Ｊ
Ｒ
上
田
駅
か
ら
約
一
五
㌔
㍍
、
車
で
約

三
十
分

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　

�

上
信
越
道
・
上
田
菅
平
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
一
〇
㌔

㍍
、
車
で
約
二
十
分


